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航空連合成田が政策要請を実施！

第24期 政策実現総行動 第９弾

「政策実現総行動」は、次年度予算概算要求・税制改正へ航空連合の要望を反映させるため、
例年6～8月に本部・地方組織が一体となって集中的に政策実現に取り組む行動です。

我々が気付きにくい点を、働くものの視点から提言いただき感謝する。今年に入り
成田空港がますます賑わいを取り戻してきた。今後の成田空港機能拡大に向け取り
組んでいくなかで、いただいた提言を参考に可能な限り対応をしていきたい。
かねてより提言をいただいていた「トラック渋滞により危険度が増している南部

貨物地区の歩行者の安全性確保」については、事前予約システムを導入し、港内へ
入場するトラック台数を管理する改善をおこなった。今後もできることを一歩ずつ進
めていきたい。

2023年3月には「新しい成田空港」構想検討
会の中間とりまとめが示された。今後、成田
空港の機能拡大にむけて、足もとの課題への
対応と将来を見据えた視点をもちながら、働く
ものの目線から提言を作成した。すぐには実現
が難しいものもあるかと思うが、未来視点での
取り組みを進めていただきたい。

堀江 成田国際空港株式会社 執行役員(左)

須原 航空連合成田 会長(右)

航空連合成田では、8月24日（木）に成田国際空港株式会社（NAA）

に対して、職場の声をもとに作成した政策提言を提出し、以下の受け

止めが示されました。
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